
■評価規準

【知・技】―。「知識・技能」の観点および学習指導要領との紺応

【思 ,判・表】…「思考・判断・表現」の観点および学習指導要領との対応
【主】…「主体的に学習に取り組む態度」の観点
※◎は,重点指導事項に対応する評価規準を示す。
※学習指導要領との対応に示した記号は以下の通り。 (「◇言語活動」においても同様)
〔知識及び技能〕(1)…言葉の特徴や使い方に関する事項 (2)…Ⅲ隋報の扱い方に関する事項 団…我が国の言語文化に関する事項
〔思考力・表現力・判断力等〕A…話すこと・聞くこと B…書くこと C…読むこと

単元の指導計画日評価計画案

2年

月
単元・教材

既習事項とのBG連

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(準習指導要領との対応)
他教科等との関連

4

すきなこと、なあに

2時間(話聞2)

教科書:上巻 P10～ 11

●互いの話に関心を持ち,相手の発言を受け
て,話をつなぐことができる。

◇対話をする。A(2)イ

1 自分の好きなことや,そのことに関するこ
れまでの経験を振り返り,学習課題を明1准

にし,学習の見通しを持つ。
2 隣どうしで互いの好きなことについて対話
をする。

3 紺話をして気付いたことを出し合う。
4 紺話をするときの話のつなざ方について,
学習したことを振り返る。

【知・枝】
・言葉には,事物の内容を表す働きや ,

経験したことを伝える働きがあることに

気付いている。(1)ア

【思・判・表】

◎「話すこと・聞くこと」1こおいて,互いの

話に関心を持ち,相手の発言を受けて

話をつないでいる。A(1)オ

【主】
。これまでに学習したことや友達と対話し

た経験を振り返つて学習課題を明確に

し,進んで互いの話に関心を持ち,相
手の発言を受けて話をつなげながら,

学習課題に沿つて対話をしようとしてい

る。

4

いくつあつめられるかな

2旧寺「,1,(審 2)

教科盗::上巻 P,12～ 13

0経験したことの中から友達に伝えたい出来
事をメモに書き出して集め,伝えたいことを
明確にすることができる。

◇伝えたい出来事をメモに書き出して集める。

1 伝えたい出来事を思い出してメモに書き
出し,学習課題を明確にし,学習の見通
しを持つ。

2 書き出したメモを見せ合い,気付いたこと
を伝え合う。

3 最初に書き出したこととは観点を変えて ,
伝えたい出来事をメモに書き出して,友達

と見せ合う。

4 メモを用いた善くために必要な事柄の集
め方について学習したことを振り返る。

【知・技】
。身近なことを表す語句の量を増し,文

章の中で使つている。(1)オ

【思・判・表】

◎「書くこと」において,経験したことから

書くことを見付け,必要な事柄を集めた

り確かめたりして,伝えたいことを明確
にしている。B(1)ア

【主】
。これまでに学習したことやメモを用いた

学習経験を振り返つて学習課題を明確

にし,進んで友達に伝えたい出来事を

明確にして,学習課題に沿つて,友連
に伝えたい出来事をメモに書き出し集
めようとしている6

2年 -2



月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言脳活動
主な学習活動

単元の評価規隼

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

4

お話を音読しよう

風のゆうびんやさん
。こくごのノートのつくり

かた

10時間 (読 8書 2)

教科書 :上巻 P15～ 27

【言葉の力】

お話を音読する

0物語の内容の大体を捉え,人物の声を具体
的に想像して,物語を音読することができ

る。

◇物語を音読する。C(2)イ

1「風のゆうびんやさん」という題名から,ど
んな物語かを想像するなどして,学習課

題を明確にし,学習の見通しを持つ。

取り組む        _
2 「風のゆうびんやさん」を読み,人物の行
動や場面の様子を提える。

3 捉えたことをもとに,人物の声を思い浮か
べて,音読する。

振り返る

4 どんなことに気を付けて音読したかを振り
返り,身に付けた「言葉の力」を確かめる。

か

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・判・表】

◎「読むこと」において,場面の様子や

登場人物の行動など,内容の大体を捉

えている。C(1)イ

・「読むこと」において,場面の様子に着

目して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ
。「書くこと」1こおいて,語と語や文と文と

の続き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるよう|こ書き表し方を正夫して

いる。B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで場面の様子

や登場人物の行動など,内容の大体を

提えて,学習課題に沿つて人物の行動

を具体的に想像して音読しようとしてい

る。

4

としょかんへ行こう

2時岡 (知技2)

教科書 :上巻 P28～ 31

1既習事項との関劇

学校の図書館の場所や,ど
のような場所なのかを理解す

る。(1上「としょかんはどんな

ところ」)

0図書館の利用の仕方や,置かれている本に
ついて理解することができる。

1 図書館の利用の仕方や図書館に置かれ
ている本について確かめるという学習課

題を明確にし,学習の見通しを持つ。

2 図書館のどの場所にどのような本が置か
れているかを確かめる。

【知・枝】

◎読書に親しみ,いろいろな本があるこ

とを知っている(3)エ

【主】
・進んで読書に親しみ,学習課題に沿つ

て図書館を利用したり置かれている本

について理解しようとしたりしている。

・生活の中の読

書に生かす。
・生活科で調べ

る学習をする際

に,図書館の本
で調べる。

4

かん字の書き方

3時間 (知技3)

教科書:上巻 P,32～33

●漢字の筆順と画数について理解する。

1 漢字の筆順と画数について学習すること
を確かめる。

2 既習の漢宇を使つて筆順と画教を確か
め,漢字を正しく書く練習をする。

3 学習を振り返り,正しい筆順で漢字を書い
ていくことを確認する。

【知・技】

◎前学年や当該学年で配当されている

漢字を文や文章の中で使つている。

(1)エ

【主】
・進んで漢字の筆順と画数について理解

し,今までの学習を生かして漢字を書こ

うとしている。
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月
単元・教材

既習事項との囲違

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

4

たんぽぽのひみつを見つ

けよう

たんぽぽ

10時間(読 8群 2)

教科書:上巻 P35～ 43

【言葉の力】

せつめいのじゅんじょ

1既習事項との関劇
何が群かれているかを考え

ながら説明文を読む。(1下
「いろいろなふねJ)

●順序を考えながら文章の内容の大体を提
え,文章を読んで分かつたことや考えたこと

を伝え合うことができる。

◇文章を
毒
読んで分かつたことや考えたことを伝

え合う。C(2)ア

つかむ

1 実際のたんぽぽを見たり,教科書 P35を
読んだりして,たんぽぽについて知ってい

ることを出し合い,学習課題を明確にし,
学習の見通しを持つ。

取り組む

2 「たんぽぽ」を読み,「たんぽぽのひみつ」
を見つける。
3 「たんぽぽ」を読んで見つけた「たんぽぽ
のひみつ」の中から二つの「ひみつ」を選

び,順序よく文章にまとめて伝え合う。

振り返る

4 説明の順序をどのよう1こ確かめたかを振り
返り,身に付けた「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・事柄の順序など情報と博報との関係に

ついて理解している。(2)ア

【思・判・表】

◎「読むこと」において,時間的な順序や

事柄の順序などを考えながら,内容の

大体を捉えている。C(1)ア

・「読むこと」1こおいて,文章の内容と白

分の体験とを結び付けて,感想を持つ

ている。C(1)オ
,「書くこと」において,語と語や文と文と
の続き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるようとこ書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで順序を考え

ながら文章の内容の大体を捉え,学習

課題に沿つて,文章を読んで分かつた

ことや考えたことを伝え合おうとしてい

る。

・生活科で,「野

菜の育て方」な

どの説明を順序

に気をつけてま

とめるときに生

かす。
・算数科で,計

算の方法を順序

よく説明するとき

に生かす。
・毎 日の生活の

中で,発 見した
ことや感じたこと
を日記などに書
いてまとめるとき
に生かす。

5

こんなことをしているよ
。丸 (。 ),点 (、 ),かぎ

(「」)

8日手間 (書 8)

教科書:上巻・P44～ 49

【言葉の力】

組み立てを考えて書く

1既習事項との関剖

順序に気をつけて書く。(1

下「おもい出してかく」)

0経験したことを分かりやずく伝えるために,

簡単な構成を考えて,経験したことを伝える
文章を書くことができる。

◇経験したことを伝える文章を書く。B(2)ア

つかむ

1 これまでの学習や生活経験を想起し,構
成を考えて経験したことを伝える文章を書

くという学習課題を明確にし,学習の見通

しを持つ。

取り組む

2 家でしていることを振り返りながら,文章に
書く事柄を考える。
3 教科書 P46・ 47の例文を読んだり,友達と
話し合ったりしながら,組み立てを考えて

文章を書く。

振り返る

4 友達と互いの文章のよいところを伝え合う
などして単元の学習を振り返り,身に付け

た「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・長音,拗普,促音,綾 音などの表記 ,

助詞の「は」,「へ」及び「を」の使い方 ,

句読点の打ち方,かぎ(「」)の使い方を

理解して文や文章の中で使っている。

(1)ウ

【思・半u・表】
・「書くこと」において,経験したことから

書くことを見付け,必要な事柄を集めた

り確かめたりして,伝えたいことを明確

にしている。B(1'ア

◎「書くこと」において,自 分の思いや考

えが明確になるよう1こ ,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ
。「書くこと」において,文章に対する感想

を伝え合い,自分の文章の内容や表現

のよいところを見付けている。B(1)オ

【主】
・これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで事柄の順序

に沿つて簡単な構成を考え,学習課題

に沿つて,家でしていることを友達に伝
える文章を書こうとしている。

・他教科等の学

習や 学校行事

での経験を伝え

る文章を書く。
・文章を書くため

に,経験した事
柄をノートやメモ

に書 き出 す 。

(情 報 活 用 能
力)
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月
単元・教材

既習事項との閲違

●単元のねらい/◇言服活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

5

外国の小学校について

聞こう

4時間 (話聞4)

教科書 :上巻 P,50～53

【言葉の力】

聞きたいことをおとさずに聞く

●自分が聞きたいことを落とさないよう「こ集中
して話を聞き,聞いたことと自分が知ってい

ることとの共通点や相違点に着日して,感
想を持つことができる。

◇紹介を聞いて,感想を述べる。A12)ア

つかむ
1 これまでの経験を振り返り,紹介を集中し
て聞き感想を述べるという学習課題を明

確にし,学習の見通しを持つ。

取り組む
2 イタリアの小学校についての話を聞き,自
分が通う小学校との共通点や相違点に着

日して感想を持つ。
3 聞きたいことを決めてカンボジアの小学校
についての話を聞き,自 分が通う小学校と

の共通点や相違点に着日して感想を持

振り返る
4 話を開くときに気を付けたことや気付いた
ことを確かめ,単元の学習を振り返り,身
につけた「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・共通,相違,事柄の順序など情報と'l背

報との関係について理解している。

(2)ア

【思・判・表】

◎「話すこと・聞くこと」において,話し手

が知らせたいことや自分が聞きたいこと

を落とさないように集中して聞き,話の

内容を捉えて感想をもつている。A(1)エ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,粘り強く話し手の話

を集中して聞き,学習課題に沿つて ,

外国の小学校の紹介を聞いて感想を

述べようとしている。

,生活科のI町た

んけん」でのイ

ンタビュー活動

に生かす。
,自 分の考えと友

達の発言の共

通点や相違点

を見付ける。(卜写

報活用能力)

5

声やうごきであらわそう

名前を見てちようだい

12時間 (読 10書 2)

教丑書 :上巻 P55～ 70

【言葉の力】

場めんを分ける

0物語の内容の大体を提え,人物の行動を具
体的に想像して,物語を音読や動作で表す
ことができる。

◇物語を音読したり動作で表したりする。

C(2)イ

つかむ

1 教科書 P.55の題名や挿絵から物語につ
いて想像を広げ,学習

ヨ
課題を明確にし,

学習の見通しを持つ。

取り組む

2 「名前を見てちようだい」を読み .場面ごと
に登場人物の様子を確かめる。

3 確かめたことをもとに,登場人物の様子を
音読や動作で表現する。

振り返る

4 どんなことに気を付けて音読や動作で表
現したかを確かめるとともに,単元の学習

を振り返り,身に付けた「言葉の力」を確か

める。

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・半u・表】

◎「読むこと」において,場面の様子や

登場人物の行動など,内容の大体を捉

えている。C(1)イ
。「読むこと」において,場面の様子に着

目して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ
。「書くこと」|こおいて,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,必

要な事柄を集めたり確かめたりして,伝

えたいことを明確にしている。B(1)ア

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで場・面の様子

や登場人物の行動などの内容の大体

を捉えて,学習課題に沿つて,人物の

行動を具体的に想像して音読や動作

で表そうとしている。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規率

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

6

かんさつしたことを書こう

6露子F門 (苔 6)

教科書:上巻 P72～ 75

【言葉の力】

かんさつして書く

1既習事項との関潤

身の回りの動植物をよく見

て,気づいたことを文章に書

く。(1下「はつけんしたよJ)

0身の回りの植物の様子を観察して気付いた
ことをメモに集め,観察して気付いたことを
記録する文章を書くことができる。

◇観察したことを記録する文章を書く。B(2)ア

つかむ

1 これまでの学習や生活経験を想起し,観
察して気付いたことを記録する文章を書く

という学習課題を明確にし,学習の見通し

を持つ。

取り組む

2 様子を伝えるためにはどんなこと|こ着日し
て観察すればよいかを考え,植物を観察

して気付いたことをメモに書く。
3 メモをもとに,「かんさつカード」を書く。
振り返る

4 どのようなことに気を付けて観察し,メモや
カードを書いたかを確かめ,単元の学習

を振り返り,身に付けた「言葉の力」を確か

める。

【知・技】
。長音,拗音,促音,綾普などの表記 ,

助詞の「は」,「へ」及び「を」の使い方 ,

句読点の打ち方を理解して文や文章の

中で使つている。(1)ウ

【思・判・表】

◎「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,必

要な事柄を集めたり確かめたりして,伝

えたいことを明確にしている。B(1)ア

・「書くこと」において,語と語や文と文と
の統き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,進んで植物を観察

して気付いたことをメモに集め,学習課

題に沿つて,観察して気付いたことを記

録する文章を書こうとしている。

・生活科での動

植物 の観 察記

録。
・気づいたことを

メモに書く。(情

報活用能力)

6

かたかなで書くことば

3時間 (知技3)

教科書:上巻 P76～ 77

1既習事項との関劇
かたかなの言葉を蕃く。(1下
「かたかたなのかたち」)

●片仮名で書く言葉について理解し,文や文

章の中で正しく使うことができる。

1 片仮名で書く言葉について学習すること
を確かめ,片仮名の言葉を集める。

2 片仮名で書く言葉の種類を理解し,片仮
名を正しく書く練習をする。
3 集めた言葉で短文を作る。
4 学習を振り返り,片仮名で書く言葉を確か
める。

【知・技】

◎片仮名で書く語の種類を知り,文や文

章の中で使つている。(1)ウ

【主】
・進んで片仮名で表記する言葉にはどの

ようなものがあるかを理解し,今 までの

学習を生かして,片仮名で書く語を文

や文章の中で使おうとしている。

6

ことばで絵をつたえよう

5偶寺1獅l(話聞5)

教科書:上巻 P,78～ 81

【言葉の力】

じゅんじょに気をつけてせつ

めいする

0相手に伝わるように,話す事柄の順序を考
え,絵の描き方を説明することができる。

◇絵の描き方を説明する。A(21ア

つかむ

1 これまでの学習を振り返るとともに,話す
事柄の順序を考えて絵の描き方を説明す

るという学習課題を明確にし,学習の見通

しを持つ。

取り組む

2 教科書 P,79「 石川さんのせつめい」を聞い
て,言葉で絵を説口月するときに気をつける

ことについて考える。

3 説明する絵を決めて,説明の仕方を考え
る。

4 楢き方を説明したり,説明を聞いて絵を描
いたりする。

5 互いの説明を聞いて,分かりやすかった
点や違つた点を伝え合う。

振り返る

6 相手に分かりやすく説明するときに気を付
けたことを確かめ,単元の学習を振り返

り,身に付けた「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・事柄の順序など′l背報と情報との関係に

ついて理解している。12)ア

【思・半u・表】

◎「話すこと・聞くこと」において,相手に

伝わるよう|こ,行動したことや経験したこ

とに基づいて,話す事柄の順序を考え

ている。A(1)イ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで相手に伝わ

るように話す事柄の順序を考え,学習

課題に沿つて,絵の描き方を説明しよう

としている。

,図 画工作科等

で作つた物や ,

遊びの遊び方

などを,家の人
や友連,一年生
に伝えるときに

生かす。
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月
単元・教材

既習事項との関連

0単元のねらい/◇言緬活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等とのB電連

6

文しょうのちがいを考えよ

つ

サツマイモのそだて方

12時 llB(読 10吝2)

教科書 :上巻 P83～ 94

【言葉の力】

せつめいのちがい

1既習事項との関劇
説明の順序を捉える。(2上
「たんばば」)

0二つの文章に書かれている事柄や説明の
中で重要な語や文などを考え,二つの文章
を銃み比べて分かつたことや考えたことを伝
え合うことができる。

◇二つの文章を読み比べて,分かつたことや

考えたことを伝え合う。C(2)ア

つかむ

1 教科書の二つの文章を読み比べて,文章
の違いを考えるという学習課題を明確に

し,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 サツマイモの育て方について書かれた二
つの文章を読む。

3 二つの文章を読み,説明されている事柄
や順序,説明の仕方などの共通点や相違

点を見つけ,説 明の仕方の違いを考え

る。

振り返る

4 二つの文章の説明の仕方の違いを振り返
り,身につけた「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・共通,相違,事柄の順序など情報と情

報との関係について理解している。(2)

ア

【思・半J・表】
。「読むこと」において,時間的な順序や

事柄の順序などを考えながら,内容の

大体を提えている。C(1)ア

◎「読むこと」|こおいて,文章の中の重要

な語や文を考えて選び出している。

C(1)ウ

。「書くこと」において,自 分の考えをまと

めるときに,語と語や文と文との続き方

に気を付けて書いている。B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで二つの文章

に書かれている事柄や説明の中で重

要な語や文などを考え,学習課題に沿
って,二つの文章を読み比べて分かつ

たことや考えたことを伝え合おうとしてい

る。

。生活科の調べ

学習で文章か

ら調べる際に生
かす。
・複数の本から

情報を得る。
(情 報活用能

力)
・情報を比較す
る。(情報活用

能力)

7

言いつたえられているお

話を知ろう

6時間 (読6)

教科書:上巻 P96～ 99

1既習事項との関劇

昔話を楽しむ。(1下「むかし

ばなしをたのしもうJ)

●神話や伝承の読み聞かせを聞き,内容や感

想などを伝え合つたり演じたりして,感じたこ

とや分かつたことを共有することができる。

◇神話や伝承の読み聞かせを聞き,内容や感

想などを伝え合つたり演じたりする。C(2)イ

つかむ

1 神話や伝承の読み開かせを聞き,感じた
ことや分かつたことを共有するという単元

の学習課題を明確にし,学習の見通しを

持つ。

2「 だいだらぼうのお話」の読み聞かせを聞
き,伝承について興味を高める。

3 「やまたのおろちのお話」や「いなばの白う
さぎのお話」の読み聞かせを聞き,神話に

ついて興味を高める。

4 地域の民話や ,神話・伝承について興味
を高める。

5 神話や伝承などの本から好きなところを見
つけて声に出して読み,感じたことや分か

ったことを伝え合う。

振り返る

6 単元の学習を通じて気付いたことや分か
ったことを振り返る。

【知・技】
・神話・伝承などの読み聞かせを聞くな

どして,我が国の伝統的な言語文化に

親しんでいる。(31ア

【思・判・表】

◎「読むこと」において,文章を読んで感

じたことや分かつたことを共有している。

C(1)カ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習課題に沿つ

て,神話や伝承の読み聞かせを聞き,

内容や感想などを伝え合つたり演じたり

して,感じたことや分かつたことを進ん

で共有しようとしている。
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月
単元・教材

既習事項との間違

●単元のねらい/◇言儒活動
主な学習活動

単元の評価規準
(学習指導要領との対応)

他教科等との間違

7

本は友だち

4H寺‖η(あ
1`4)

教科書 :上巻 P,100～ 107

●読書に興味を持ち,楽しんで本を選んだり
読んだりすることができる。

1 読みたい本を探して読むという単元の学
習課題を確かめ,読書体験文の読み聞か

せを聞く。

2「二年生の本だな」や,P106。 107で紹介し
ている本などを手がかり1こして,読みたい

本を探して読む。

【知・技】

◎読書に親しみ,いろいろな本があるこ

とを知っている。(3)エ

【主】
・進んで読書に親しみ,学習課題に沿つ

て,楽しんで本を選んだり読んだりしよう

としている。

・生活の中の読

書に生かす。

9

しを読もう

いろんなおとのあめ

空にぐうんと手をのばせ

3時間 (説 3)

教科書 :上巻 P,HO～ H3

1既習事項との関劇

場面の様子を想像して,言

葉の響きやツズムを感じなが

ら音読する。(1下「みみずの

たいそうJ)

0詩を音読し,詩に描かれていることを具体的
に想像しながら言葉の響きやリズムを楽し

むことができる。

◇詩を音読する。C(2)イ

1 これまでの学習を振り返るとともに,詩を音
読して言葉の響きやリズムを楽しむという

学習課題を明確にし,学習の見通しを持

2 詩を音読し,詩の中からおもしろいと思っ
た言葉を発表する。

3 詩に描かれている音を想像したり,動作を
考えたりしながら二編の詩を音読する。
4 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・言労この響き,リズムなどに気を付けて音

読している。(1)ク

【思・判・表】
。「読むこと」において,場面の様子や登

場人物の行動など,内容の大体を捉え

ている。C(1)イ

◎「読むこと」において,場面の様子に着
日して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで詩に描かれ

ていることを具体的に想イT象しながら言葉
の響きやリズムを楽しみ,学習課題に

沿つて,詩を音読しようとしている。

9

はんたいのいみのことば

2臀寺il罰 (知技2)

教科書 :上巻 P H4～ 115

1既習事項との関潮

仲間になる言葉を集め,それ

らをまとめて呼ぶ言葉につい

て理解する。(1下「まとめて

よぶことば」)

0対義語に関心を持ち,言葉を集めたり分類
したりすることができる。

1 反対の意味を表す言葉について確かめ,
知っている言葉を挙げる。

2 教科書の練習題を行ったり,身の回りから
反対の意味を表す言葉を集めて短文を作
つたりする。
3 学習を振り返り,反対の意味の言葉につ
いて理解を深めたことを確認する。

【知・技】

◎身近なことを表す語句の量を増し,話

や文章の中で使うとともに,言葉には意

味による語句のまとまりがあることに気

付き,語彙を豊かにしている。(1)オ

【主】
・進んで紺義語について理解し,学習課

題に沿つて,言葉を集めたり分類したり

しようとしている。

ノ
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言服活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

9

うれしくなることばをあつ

めよう

8時 B司 (話聞8)

教科苔:上巻 P l16～ 122

【言来の力】

ことばをつないで話し合う

●互いの話に関心を持ち,相手の発言を受け

て話をつなぎながら,尋ねたり応答したりす

るなどして,少人数で話し合うことができる。

◇少人数で話し合う。A(2)イ

つかむ

1 周りの人に言葉をかけられてうれしくなつ
た経験を振り返るとともに,学習課題を明

確にし,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 教科書 P,H7の例を参考に,学級全体で
話し合い,うれしかつた言葉について思い

出す。

3 学級全体での話し合いを振り返り,どのよ
うにして話をつなぐとよいかを考える。

4 考えたことをに気をつけながら3人で話し
合い,うれしくなることばを集める。

振り返る

5 話し合うときに気をつ付けたことを確か
め,単元の学習を振り返り,身に付けた
「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・言葉には,事物の内容を表す働きや ,

経験したことを伝える働きがあることに

気付いている。(1)ア

【思・半u・表】

◎「話すこと・聞くこと」において,互いの

話に関心を持ち,相手の発言を受けて

話をつないでいる。A(1)オ

【主】

tれまでに学習したことを振り返つて学
習課題を明TItとにし,進んで互いの話に

関心を持ち,相手の発言を受けて話を

つなぎながら,学習課題に沿つて,少

人数で話し合うことができる。

・生活科の「町た

んけん」で見つ

けたことについ

て話し合う。
・学級会で今月
のクラスの 日標

について話し合

う。

9

気もちを音読であらわそ

つ

ニヤ
~ゴ

12日寺!it,(説 10書 2)

教科書:上巻P125～ 137

【言紫の力】

そうぞうを広げて読む

人物の気もちをかんがえる。

(1下「おとうとねずみチロ」)

0人物の行動や気持ちを具体的に想像し,想
像したことを音読で表すことができる。

◇物語を音読する。C(2)イ

1 教科書 P,125の題名や挿絵から物語につ
いて想像を広げるとともに,学習課題を日月

確にし,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 「ニャーゴ」を読み,物語の中で起こった
出来事を場面ごと|こ確かめる。

3 場面ごと1こ人物の気持ちを想像する。
4 グループに分かれて役割を決め,想像し
たことを音読で表す。

振り返る

5 人物のどのような気持ちをどのような声で
表したか確かめ,単元の学習を振り返り,

身につけた「言葉の力」をlΥЁかめる。

か

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・半1・表】
。「読むこと」|こおいて,場―面の様子や登

場人物の行動など,内容の大体を捉え

ている。C(1)イ

◎「読むこと」において,場面の様子に着

日して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ
。「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,必

要な事柄を集めたり確かめたりして,伝

えたいことを明確にしている。B(1)ア

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,進んで人物の行l動

や気持ちを具体的に想像して,学習課

題に沿つて,想像したことを音読で表そ

うとしている。

9

にたいみのことば
,ことばあつめ

3時間(知技3)

教科書:上巻 P138～ 141

1既習事項との関劇

対義語を理解する。(2上「は

んたいのいみのことば」)

●同義語や類義語について理解することがで

きる。

1 同義語や類義語について確かめるという
学習課題を確かめる。

2 教科書 P。 138を読み,ほかの似た意味の
言葉を集める。
3 教科書 P.139を見ながら,似ているところ
と違うところについて考える。

4 学習を振り返り,言葉を選んで文を作る。

【知・技】

◎身近なことを表す語句の量を増し,話

や文章の中で使うとともに,言葉には意

味による語句のまとまりがあることに気

付き,語彙を豊かにしている。(1)オ

【主】
・言葉には意味による語句のまとまりがあ

ることを進んで理解し,学習課題に沿つ

て,同 義語や類義語の語句の違いに

ついて考えようとしている。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価親準
(学習指導要領との対応)

他教科等との関連

刊O

絵を見てお話を書こう

lo偶キfl罰 (番 10)

教科容:上巻P142～ 147

【言葉の力】
つながりを考えてお話を書く

1既習事項との関劇

人物を考えてお話を書く。(1

下「おはなしをかこうJ)

●内容のまとまりが分かるように書き表し方を
工夫して,簡単な物語を書こうとしている。

◇簡単な物語を書く。B(2)ウ

つかむ

1 絵から想像を広げてつながりを考えて物
語を書くという単元の学習課題を明確に

し,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 ①②①の絵を見るとともに物語を読み,登
場人物像や場面ごとの様子について分か

つたことや,想像できることを話し合う。
3 ①②①の情報をもとに,③の場面ではど
んな出来事が起こったのか考えて物語を

書く。
4 書いた物語の発表会を開き,楽しいと思
つたところや面白いと思つたところを伝え

合う。

振り返る

5 どのようなことに気を付けてつながりのある
物語を書いたかを確かめ,単元の学習を

振り返り,身 に付けた「言葉の力」を確か

める。

【知・技】
・長音,拗音,促音,撥音などの表記 ,

助詞の「は」,「へ」及び「を」の使い方,

句読点の打ち方,かぎ(「」)の使い方を

理解して文や文章の中で使っている。

(1)ウ

【思・半u・表】
。「書くこと」において,自 分の思いや考

えが明確になるように,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ

◎「書くこと」|こおいて,語と語や文と文と
の続き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるよう1こ書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ
。「書くこと」|こおいて,文章に対する感想

を伝え合い,自分の文章の内容や表現
のよいところを見付けている。B(1)オ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,進んで内容のまと

まりが分かるよう1こ書き表し方を工夫し

て,学習課題に沿つて,物語を書こうと

している。

10

どうぷつのひみつをさぐ

ろう
ビーバーの大工事
・本でしらべよう

15偶寺F:町 (読 9書6)

教科書:下巻 P8～ 25

【言葉の力】

魚1りたいことを本でしらべる

1既習事項との関週

説明の順序に気をつけて読

む。(2上「たんぽぱJ)

●動物について書かれた本や文章などを読
み,文章の中の重要な語や文を考えて選び
出し,分かつたことなどを紹介することがで
きる。

◇動物について書かれた本や文章などを読
み,分かつたことなどを紹介する。C(2)ウ

つかむ

1 これまでの学習を振り返り,動物について
書かれた本や文章などを読み ,分かった

ことを紹介するという学習
ヨ課題を明確に

し,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 書かれている内容と順序に気をつけて「ビ
ーバーの大工事」を読む。

3 ビーバーやほかの動物について調べるこ
とを考える。

4 動物に関する本を読んで知りたいことを調
べ,調べたことをまとめて紹介する。

振り返る

5 知りたいことをどうやつて本で調べたかを
確かめ,単元の学習を振り返り,身に付け

た「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・事柄の順序など情報と'l青報との関係に

ついて理解している。 2)ア
【思・判・表】

◎「読むこと」において,文章の中の重要

な語や文を考えて選び出している。

C(1)ウ

・「読むこと」において,文章を読んで感
じたことや分かつたことを共有している。
C(1)カ

。「書くこと」1こおいて,語と語や文と文と
の続き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
つて,進んで文章の中の重要な語や文

を考えて選び出し,動物について書か

れた本や文章などを読み,分かつたこと

などを紹介しようとしている。

・生活科での調
べ学習で知りた

いことを本から

調べるときに生

かす。
・図鑑や本など

から情 報 を得

る。(情報活用

能力 )

2年 -10



月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との間違

10

主語とじゆつ語

3時開 (知技3)

教科書:下巻 P26～ 27

1既習事項との関劇

集めた言葉で文を作り,語彙

を豊かにする。(1下「ことば

をあつめよう」)

●主語と述語の働きを理解し,適切な係り受
けの関係に気付くこと力`できる。

1 主語と述語がどのようなものであるかを押
さえ,学習課題を明確にする。

2 短い文を作り,主語と述語の関係を確か
める。
3 さまざまな文を使って,主語と述語の関係
を確かめる。
4 主語と述語の関係について,これからの
学習に生かしていく点を押さえ,学習を振
り返る̂

【知・技】

◎文の中における主語と述語との関係

に気付いている。(1)カ

【主】
・進んで主語と述語の関係を理解し,学

習
ヨ課題に沿つて,さまざまな文の主語と

述語の関係を確かめようとしている。

11

あそび方をせつ明しよう

7日寺碑B(書 7)

教科書:下巻 P,28～32

【言葉の力】

せつ明する文しょうを書く

1既習事項との関割

順序に気をつけて説明す

る。(2上「ことばで絵をつた

えようJ)

●説明する文章を書き,読み返したり友連と

読み合つたりして,間違いを正したり語と語
や文と文との続き方を確かめることができ
る。

◇説明する文章を書く。

つかむ

1 これまでの学習を想起するとともに,手作
りおもちゃの遊び方を説明する文章を書く

という学習課題を明確にし,学習の見通し

を持つ。

取り組む

2 手作りおもちゃの遊び方を伝えるには,ど
んなことを,どのような順序で説明すれば

よいかを考える。

3 手作りおもちやの遊び方を説明する文章
を書く。

4 書いた文章を読み返し,分かりやすく書け
ているかVとかめる。

5 友だちと文章を読み合つたり,1年生に読
んでもらつたりする。

振り返る

6 分かりやすい文章を書くために気を付け
たことを確かめ,単元の学習を振り返り,

身につけた「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・長音,拗音,促音,綾音などの表記 ,

助詞の「は」,「へ」及び「を」の使い方 ,

句読点の打ち方を理解して文や文章の

中で使つているとともに,片仮名で書く

語の種類を知り,文や文章の中で使つ

ている。(1)ウ

【主】
。「書くこと」1こおいて,自 分の思いや考

えが明確になるよう1こ ,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ

・「書くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ

◎「書くこと」において,文章を読み返す

習慣を付けるとともに,間違いを正した

り,語と語や文と文との続き方を確かめ

たりしている。B(1)エ

【主】
・これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持

って,進んで文章を読み返して,間違

いを正したり,語と語や文と文との統き

方を確かめたりしながら,説明する文章

を書こうとしている。

。生活科でのお

もちゃを作つて

遊 ぶ活動と関

連付ける。
・カードを操作し

て書く事柄を整

理する。(情 報

活用能力 )

2年 -11



月
単元・教材

既習事項との間違

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

11

たからものをしようかいし

よう

7H寺 !‖,(言舌Bη 7)

教科書:下巻P34～ 30

【言葉の力】

しょうかいしたいことがつたわ

るように話す

1既習事項との関劇
組み立てを考えて書く。(2上
「こんなことをしているよ」)

0話す事柄の順序を考えて,紹介したいこと
が聞き手に伝わるように話すことができる。
◇自分の宝物を紹介する。A(2)ア

つかむ

1 自分の宝物について振り返るとともに,学
習課題を明確にし,学習の見通しを持

取り組む

2 話の組み立てに気を付けて,みんなの前
で話すことを考える。
3 二人組で話す練習をしてよかった点や分
かりやすかつた点を伝え合う。
4 声の大きさや話す速さに気をつけて,み
んなの前で話す。

振り返る

5 どんなことに気を付けて話したかを確か
め,単元の学習を振り返り,身につけた
「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・姿勢や口形,発声や発音に注意して話

している。(1)イ

【思・半u・表】
。「話すこと・聞くこと」1こおいて,身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め,

伝え合うために必要な事柄を選んでい

る。A(1)ア

◎「話すこと,聞くこと」において,相手に

伝わるように,行動したことや経験したこ

とに基づいて,話す事柄の順序を考え

ている。A(1)イ
。「話すこと・聞くこと」において,伝えたい

事柄や相手に応じて,声の大きさや速

さなどを工夫している。A(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
って,進んで話す事柄の順序を考えて

自分の宝物を紹介しようとしている。

・他教科等での

学習発表や 日

常のスピーチの

ときに生かす。

封封

なかまになることば
,ことばあつめ

3時肘,(知技3)

教科占::下巻 P.40～ 42

既習事項との関連・対義語

を理解する。(2上「はんたい

のいみのことばJ)

●仲間になる言葉に関心を持ち,言葉を集め

たり分類したりすることができる。

1 仲間になる言葉とはどのようなものかを押
さえ,学習課題を明確にする。
2 教科や色,形など,身の回りの言葉から仲
間になる言葉を集めて分類する。
3 仲間になる言葉を使つて文を作り、学習を
振り返る。

【知・技】

◎身近なことを表す語句の量を増し,話

や文章の中で使うとともに,言葉には意

味による語句のまとまりがあることに気

付き,語彙を豊かにしている。(1)オ

【主】
・仲間になる言葉に関心を持ち,進んで

言葉を集めたり分類したりしようとしてい

る。

刊1

同じところ,ちがうところ

5時間 (警 5)

教科書 :下巻 P44～ 47

【言葉の力】

くらべて分かつたことをI子く

1既習事項との関潮

観察して気づいたことを書

く。(2上「かんさつしたことを

群こう」)

0二つの物を比べて同じところと違うところ
を見付け,それらが明確に分かるように文章
に書き表すことができる。

◇説明する文章を書く。

つかむ

既習事項を振り返るとともに,二つのもの

を比較して同じところと違うところを見つ

け,分かつたことを文章にするという単元
の学習課題を明確にし,学習の見通しを

持つ。

2 比べるものと比べる観点を決めて,二つの
物を比べる。
3 比べて分かつたことを整理して文章を書
く。

振り返る

4 観点を決めて比べたり,気付いたことを整
理して書いたりすることの良さを伝え合い

ながら単元の学習を振り返り,身に付けた
「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・共通,相違,事柄の順序など情報と情

報との関係について理解している。

(2)ア

【思・判・表】

◎「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,必

要な事柄を集めたり確かめたりして,伝

えたいことを明確にしている。B(1)ア

・「書くこと」において,自 分の思いや考

えが明確になるよう|こ ,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ
,「書くこと」において,語と語や文と文と
の続き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるよう1こ書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
って,進んで二つのものを観点を決め

て比較して書くために必要な事柄を集

めたり確かめたりして,分かつたことを説

明する文章を書こうとしている。

・算数科で表を
用いて情報を
比較したり整理
したりするときに
生かす。
・表を用いて比

較する。(情報
活用能力)

2年 -12



月
単元・執材

既習事項との関連

●単弄のねらい/◇言:吾活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

11

読んだかんそうをつたえ

合おう

お手紙

12臀寺P:硼 (訂19密 3)

教科書 :下巻 P48～ 65

【言葉の力】

自分とくらべて読む

1既習事項との関割
そうぞうを広げて読む。(2上
「ニャーゴ」)

0人物の気持ちについて想像を広げ,物語を
読んだ感想を深めることができる。

◇物語を読んだ感想を伝え合う。C(2)イ

つかむ

1 学習経験や読書経験を振り返るとともに,
物語を読んで友連と感想を伝え合うという

学習課題を明確にし,学習の見通しを持

取り組む

2「 お手紙」を読み ,物語の中で起こった出
来事を確かめるとともに,登場人物の気持

ちを自分の気持ちと比べて想像する。

3 想像したことをもとに,物語を読んだ感想
を伝え合う。

振り返る

4 自らの感想の変化を確かめるとともに,単
元の学習を振り返り,身に付けた「言葉の

力」を確かめる。

【知・技】
・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。(1)カ

【思・判・表】
。「読むこと」において,場面の様子に着

目して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ

◎「読むこと」において,文章の内容と自

分の体験とを結び付けて,感想を持っ

ている。C(1)オ
。「書くこと」において,語と語や文と文と

の統き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるよう1こ書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持

って,進んで物語の人物の気持ちにつ

いて想像を広げ,物語を読んで感想を

持とうとしている。

12

おくりがなに気をつけよう

3日寺ilB(知技3)

教科書 :下巻 P,64～65

●送り仮名の役割を理解し1漢字を正しく書い

たり看読んだりすることができる。

1 送り仮名の意味と役割を確かめ,学習繰
題を明確にする。

2 教科書 P.65の漢字の送り仮名を確かめ
る。
3 既習の漢字から,送り仮名が複数あるもの
を確かめ,短文を作る。
4 学習を振り返り,これからの学習に生かし
ていける点を押さえる。

【知・技】

◎前学年や当該学年で配当されている

漢字を文や文章の中で使つている。

(1)エ

【主】
,進んで送り仮名の役割を理狗畢し,正しく

漢字を書いたり読んだりしようとしてい

る。

12

「ありがとう」をつたえよう

5瞬寺

“

儡(苔 5)

教科書:下巻 P66～ 70

【言葉の力】

手紙を群く

1既習事項との関迎

生活の中から伝えたい出来

事を見つける。(2上「こんな

ことしているよ」)

●感謝の気持ちを相手に伝えるために必要な
ことを考え,言葉の使い方や間違いに気を
つけて,手紙を書くことができる。

◇手紙を書く。B(2)イ

つかむ

1 「ありがとう」の気持ちを伝えたい人に手紙
を書くという学習課題を明確にし,学習の

見通しを持つ。

取り組む

2 「ありがとう」の気持ちが伝わるように手紙
を書く。

3 手紙を書き,読み返す。
4 書いた手紙を声に出して読み返し,相手
の名前と自分の名前,感謝していることを

具体的に書いてあるか,文末表現や文字

の間違い,言葉の使い方に誤りがないか

を確かめる。

振り返る

5 気持ちを伝えるためにどのようなことを手
紙に書いたかを振り返り,身に付けた「言

葉の力」を確かめる。

【知・技】
・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気

を付けて使つているとともに,敬体で書

かれた文章に慣れている。(1)キ

【思・判・表】

◎「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,

必要な事柄を集めたり確かめたりし

て,伝えたいことを明確にしている。B

(1)ア

・「書くこと」において,文章を読み返す

習慣を付けているとともに,関連いを

正したり,語と語や文と文との統き方を

確かめたりしている。B(1)エ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,学習の見通しを持

って,進んで感謝の気持ちが伝わるよう

に書く事柄を選んで,手紙を書こうとし

ている。

・生活科で世話

になつた人にお

礼の手紙を書

く。
・日常生活の中

で手紙を書くと

き1こ生かす。

2年 -19



月
単元・教材

既習事項との関連

0単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

12

どんな本を読んだかな

6R寺‖,(読 6)

教科書:下巻 P,72～75

【言葉の力】

いろいろな本を楽しむ

1既習事項との関劇
知りたいことについて,さまざ

まな本で調べる。(2下「ビー
バーの大工事」)

0これまでに読んだ本について友達と伝え合
い,おもしろかつたところを友達と共有するこ

とができる。

◇これまでに読んだ本を振り返り,おもしろか

つたところなどを友連と伝え合う。

つかむ

1 これまでに読んだ本を振り返り,学習課題
を明確にし,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 読んだ本を思い出し,伝える本を一冊決
める。
3 教科書の例を参考に,読書カードを書く。
4 読書カードをもとに,読んだ本について伝
え合う。

5 互いに伝え合った本を共有し,読書へつ
なげる。

振り返る

6 友連が読んだ本の中でどんな本を読みた
くなったかを振り返り,身につけた「言葉の

力」を確かめる。

【知・技】
・読書に親しみ,いろいろな本があること

を知っている。(3)エ

【思・判・表】

◎「読むこと」において,文章を読んで感

じたことや分かつたことを共有してい

る。C(1)カ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
って進んで本を読んでおもしろいと感じ

たことを友達と共有しようとしている。

,生活の中の読

書に生かす。
・他教科等の学

習で,図書を活
用した学習を行

う際に生かす。

1

むかし話をしょうかいしよ
つ

かさこじぞう

14時間(説 10書 4)

教科書:下巻 P78～ 105

【言葉の力】

お話のはじめとおわりをくら
べる

0昔話を読み,おもしろいと思ったところを友
連と伝え合い,共有することができる。

◇昔話を読み,感想を伝え合う。C12)イ

1 学習経験や読書経験を振り返るとともに,
昔話を読んで感想を伝え合うという学習

課題を明確にし,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 「かさこじぞう」を読み,物語の中で起こっ
た出来事を確かめる。
3 「かさこじぞう」の始めの部分と終わりの部
分とで変化したこと|こついて考える。
4 さまざまな昔話を読み,おもしろいところを
見つけて,友達に紹介する。

振り返る

5 単元の学習を通じて分かったことや気付
いたことを振り返り,身に付けた「言葉の

力」を確かめる。

か

【知・技】
・昔話などの読み聞かせを聞くなどして,

我が国の伝統的な言語文化に親しん

でいる。(3)ア
・読書に親しみ,いろいろな本があること

を知っている。(3)エ

【思・判・表】
。「読むこと」において,場面の様子に若

日して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ

◎「読むこと」において,文章を読んで感

じたことや分かつたことを共有している。

C(1)カ

。「書くこと」において,文章に対する感想

を伝え合い,自 分の文章の内容や表現
のよいところを見付けている。B(1)オ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
つて,昔話の感想を友達と伝え合い,
進んで昔話を読んで感じたことを共有

しようとしている。
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【知・技】

◎音節と文字との関係,アクセントとこよる

語の意味の違いなどに気付くとともに,

姿勢や口形,発声や発音に注意して話

している。(1)イ

【主】
・平仮名や片仮名の音節と文字との関係

やアクセント1こよる語の意味の違いにつ

いて,進んで理解しようとしている。

1

声に出してみよう

3時間(知技3)

教科書:下巻 P.96～98

0音節(拍 )と文字との関係,アクセンHこよる
:吾の意味の違いを理解し,日本語の母音と

子音の構成について気付くことができる。

1 音と文字との関係や,アクセント1こよる語
の意味の違いについて考えるという学習

課題を明確にする。

2 手をたたきながらいくつかの言葉を声に出
して言い,音節を確かめる。

3 教科書の例を声に出して読み,音の高さ
の違いに気付く。

4 ひらがな表を見ながら,母音と子音の構
成を理解する。

5 本単元で学習した三つの内容について
振り返る。

0長く親しまれるさまざまな言い回しや言葉遊
びに触れることを通して,言葉の豊かさや地

域の伝統に親しむことができる。

◇長く親しまれるさまざまな言い回しや言葉遊

びに触れる。

つかむ

1 長く親しまれるさまざまな言い回しや言葉
遊びに触れ,言葉の豊かさや地域の伝統

に親しむという学習課題を明確にし,学習
の見通しを持つ。

取り組む

2「十二支J「小の月Jについて知り,楽しん
で音読する。

3「いろは歌J「いろはかるた」「郷土かるた」
について知り,かるた作りを楽しむ。

振り返る

4 単元の学習を振り返る。

【知・枚】
。長く親しまれている言葉遊びを通して,

言葉の豊かさに気付いている。(3)イ

【思・判・表】

◎「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,必

要な事柄を集めたり確かめたりして,伝

えたいことを明確にしている。B(1)ア

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習E課題を明確にし,学習の見通しを持
って,進んでかるたに書く事柄を集めた

り確かめたりしながら,長く親しまれるさ

まざまな言い回しや言葉遊びに触れよ

うとしている。

1

おばあちゃんに聞いたよ

6時間(読 6)

教科書:下巻 P,100～ 105

1既習事項との関週
。昔話を楽しむ。(1下「むか

しばなしをたのしもうJ)

・神話や伝承に親じむ。(2上

「言いつたえられているお

話を知ろうJ)
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月
単元t教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

2

この人をしょうかいします

lo偶寺Π罰(書 10)

教科書:下巻 P、 106～ H3

【言葉の力】

しょうかいする文しょうを群く

1既習事項との関劇

説明する文章を蕃く。(2下
「あそび方をせつ明しよう」)

0内容のまとまりが分かるように書き表し方を
工夫して,身の回り1こいる人を友達や先生
に紹介する文章を書くことができる。

◇紹介する文章を書く。B(2)ア

つかむ

1 これまでの学習や生活経験を振り返り,内
容のまとまりが分かるように書き表し方を

工夫して紹介する文章を書くという学習課

題を明確にし,学習の見通しを持つ。

取り組む

2 身の回りの人を振り返り,紹介する人を決
める。

3 紹介することをカードに書き出し,整理す
る。

4 言葉や文の統き方や,伝えたいことのまと
まりに気をつけ,紹介する文章を書く。
5 書いた文章を読み合い,気づいたことや
感想を伝え合う。

振り返る

6 文章を書く際に気を付けたことを確かめ,
単元の学習を振り返り,身につけた「言葉
の力」を確かめる。

【知・技】
・事柄の順序など情報と情報との関係に
ついて理解している。12)ア

【思・判・表】
。「書くこと」1こおいて,自 分の思いや考

えが明確になるように,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ

◎「書くこと」|こおいて,語と語や文と文と

の統き方に注意しながら,内容のまとま

りが分かるよう|こ書き表し方を工夫して

いる。B(1)ウ
。「書くこと」において,文章に対する感想

を伝え合い,自 分の文章の内容や表現
のよいところを見付けている。B(1)オ

【主】
・これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
って,進んで内容のまとまりが分かるよう

に書き表し方を正夫して,身の回りにい

る人を友達や先生に紹介する文章を書
こうとしている。

・生活科で ,身
近な人を紹介

する活動。
・カードを用いて

事柄 を整理す

る。(情報活用

能力 )

2

ことばを広げよう

6時冊司(昔 6)

教科書 :下巻 P H4～ H9

1既習事項との間劇

蕃く事柄を整理し,構成を考

えながら文章を蕃く。(2下
「この人をしょうかいしますJ)

0文や文章の内容や表現に着日し,よりよい
表現について考えることができる。
◇文や文章を雪読み,よりよい表現について考
え,友達と伝え合う。

つかむ

1 文や文章を読み,よりよい表現について
考えるという学習課題を明確にし,学習の

見通しを持つ。

取り組む

2 動きやすることを表す言葉を探して,文を
作る。
3 様子や気持ちを表す言葉を集めて,文を
作る。
4 文章を詳しくしたり分かりやすくしたりする
ために,言葉を考えて書き直す。

振り返る

5 単元の学習を振り返るとともに,今後のよ
りよい言葉の使い方について考える。

【知・技】
・言葉には,事物の内容を表す働きや ,

経験したことを伝える働きがあることに

気付いている。(1)ア
・身近なことを表す語句の量を増し,話

や文章の中で使つているとともに,言葉

には意味による語句のまとまりがあるこ

とに気付き,語彙を豊かにしている。

(1)オ

・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。(1)カ

【思・判・表】
・「書くこと」において,文章を読み返す

習慣を付けるとともに,間違いを正した

り,語と話や文と文との統き方を確かめ

たりしている。B(1)エ

◎「書くこと」において,文章に対する感

想を伝え合い,自分の文章の内容や表

現のよいところを見付けている。B(1)ガ
‐

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
って,進んで文や文章の内容や表現に

着日し,よりよい表現について考えよう

としている。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言:吾活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

2

あなのやくわりを考えよう

あなのやくわり

12‖寺‖Π(説 8書4)

教科書 :下巻 P120～ 131

【言葉の力】

知つていることとむすびつけ

てν‐1む

1既習事項との関創

自分と比べて読む。(2上「お

手紙J)

0文章の内容と自分の体験とを結び付けて考
え,考えたことを文章にまとめることができ

る。

◇文章を読んで考えたことをまとめる。C(2)ア

つかむ

1 文章の内容と自分の体験とを結び付けて
考え,考えたことを文章にまとめるという学

習課題を明確にし,学習の見通しを持

つ 。

取り組む

2 「あなのやくわり」を読み,それぞれの物に
穴が開いている理由や説明の仕方を確か

める。

3 身の回り1こある穴を想起し,その役割を考
えたり,本や資料で調べたりする。

4 考えたことを文章にまとめる。
振り返る

5 知っていること結び付けて,読んだり書い
たりすることができたかを振り返り,身に付

けた「言葉の力」を確かめる。

【知・技】
・言葉には,事物の内容を表す働きや ,

経験したことを伝える働きがあること|こ

気付いている。(1)ア

【思・判・表】
・「読むこと」において,文章の中の重要

な語や文を考えて選び出している。

C(1)ウ

◎「読むこと」|こおいて,文章の内容と自

分の体験とを結び付けて,感想をもつ

ている。C(1)オ

・「書くこと」において,自 分の思いや考

えが明確になるよう1こ ,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
って,進んで文章の内容と自分の体験

とを結び付けて考え,考えたことを文章

にまとめようとしている。

・生活科の学習

で図鑑や本か

ら,身近な物事
を説明している

ことを読む。

3

すきな場しよを教えよう

8時Π珂(ユき聞8)

教科書:下巻 P132～ 137

【言葉の力】

つたえたいことをつたわるよう

に話す

0伝えたいことに必要な事柄を選び,自 分が
好きな場所のことを紹介して伝えることがで

きる。

◇伝えたいことを紹介する。A(?)ア

つかむ

1 これまでの学習を振り返り,伝えたいこと
に必要な事柄を選んで伝えたいことを紹

介するという学習課題を明f准にし,学習の

見通しを持つ。

取り組む

2 好きな場所について思い浮かべる。
3 好きな場所の良いところが伝わるよう1こ ,
話すことを考え,選ぶ。

4 声の大きさや話す速さを考えて,話す練
習をする。

5 練習して気づいたことを生かして,みんな
の前で話す。

振り返る

6 話すときに気を付けたことを生かして,単
元の学習を振り返り,身につけた「言葉の

力」を確かめる。

【知・技】
・姿勢や口形,発声や発音に注意して話

している。(1)イ

【思・判・表】

◎「話すこと,聞くこと」1こおいて,身近な

ことや経験したことなどから話題を決

め,伝え合うために必要な事柄を選ん

でいる。A(1)ア

・「話すこと,聞くこと」において,伝えたい

事柄や相手に応じて,声の大きさや速

さなどを工夫している。A(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
つて,伝えたいことに必要な事柄を進ん

で選び,自 分が好きな場所のことを紹

介しようとしている。

・生活科の学習

や 日常のスピ

ーチで,好きな
壕,・所や物 にな

どについて話

す ときに生 か

す。
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アヽ

3

「ことばのアルバム」を作
ろう

7時間(各 7)

敦科書:下巻 P,138～ 142

【ことばの力】

文しょうのよいところを見つけ

る

1既習事項とのBG劇

かいた文しょうをよみかえす。

(1下「一年かんをふりかえろ

うJ)

0自分の文章の内容や表現のよいところを見
付け,1年間で最も心に残つた出来事を書き
直す。

◇1年間で書いてきた文章を読み返し,最も心

に残つた出来事を書き直す。

つかむ

1 これまでの学習を振り返り,自分の文章の
内容や表現のよいところを見付け,1年間
1 で最もJbに残つた出来事を書き直すという
学習課題を明確にし,学習の見通しを持

2 1年間で書いた文章を読み返し,経験し
たことや学習したことを振り返る。

3 1年間の中で心に残つている出来事を思
い出して文章を書く。

4 書いた文章と1年間で書いてきた文章を1
冊にまとめ,「ことばのアルバムJを完成さ

5 自分や友達の文章のよいところを確かめ,
単元の学習を振り返り,身に付けた「言葉
の力Jを確かめる。

つ 。

取り組む

協囲

【知t技】

・長音,拗音,促音,撥音などの表記 ,

助詞の「は」,「へJ及び「をJの使い方 ,

句読点の打ち方,かぎ (「」)の使い方を

理解して支や文章の中で使つている。

(1)ウ

【思・判。表】
。「書くこと」1こおいて,文章を読み返す

習慣を付けているとともに,間違いを正

したり,語と語や文と文との統き方を確
かめたりしている。B(1)エ

◎「書くこと」において,文章に対する感

想を伝え合い,自分の文章の内容や表

現のよいところを見付けている。B(1)オ

【主】
。これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持
つて,進んで自分の文章の内容や表現
のよいところを見付け,二 年間で最も心

に残つた出来事を書き直そうとしてい

る。

・生活科や他教
科等の学習で

書いた文章を生
かす。

，

サ
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